
夏休み公開講座
～もっと知ってほしい小児がんの事～

2019年を最後にコロナ禍の影響により休止していた
「夏休み公開講座」が、2025年に6年ぶりに開催されました！
この講座は、小児がんについて一般のこどもたちに関心を持って
もらうことを目的に企画されたもので、病気への理解を深めると
ともに、命の大切さや医療の現場について楽しく学べる内容とな
りました。

前半は医師による小児がんについての
授業。
“小児がんってどんな病気？”で病気に
ついて知ってもらい、
”小児がんはこうやって見つける！治
す！“では治療法についてお話ししまし
た。

続いて小児がん経験者のかたのお話し
です。
辛かった治療や悲しかったことを振り
返りながらも、今を前向きに生きると
いう強い気持ちが伝わってきました。
こどもさんも保護者のかたも真剣に聞
き入っておられました。

参加対象者は小学4年生から中学３年生
まででしたが、定員50名で募集を行っ
たところすぐに定員に達するほどの反響
があり、関心の高さがうかがえました



休憩時間にはレモネードスタンドで喉を
潤しながら、レモネードスタンドの活動
について知ってもらい、応援メッセージ
をお寄せいただきました。
院内１階の渡り廊下に掲示しています。
レモネードの売り上げは寄付されます！

横浜市主催の
メタバース体験コーナーでは
日頃からPCやスマートフォンにな
れていることもありすぐに慣れ、
アバターを使って自由に移動した
りクイズに挑戦したり、学びと交
流の場が広がりました。

★いちにちドクターにへんしん！！★

手術帽をかぶって…

介助者に後ろを
留めてもらい…

じゃん！できあがり！



医療体験
がんの検査や治療を体験してみよう

ゼリーをぬって…

くすぐったい！

ここは何の臓器？

真剣にのぞいてます
何が見えるのかな？



左利き？

でも持針器は右で持ってね！

体験とはいえ本番どおりのやり方で

指導にも熱が入ります

体内に見立てたダンボールの中を

右へ左へクネクネ



今回のイベントには、たくさんの方が
来てくださり、会場はとても賑やかに
なりました。
お話を聞くときは真剣な表情で、小児
がんについてしっかり考えてくれてい
るのが伝わってきました。
楽しく学びながら大切なことを知るこ
とができた一日になりました。
医療スタッフもみなさんの真剣な様子
に元気をもらいました。
またこのような機会を設けていきたい
です。ありがとうございました。

がん、と聞くと、重い病気で治らないというイメージをまだ
多くの人が持ったままだと思います。私も、心のどこかでそ
う思っていました。ですが、治療法など詳しく知れたことで、
より治る可能性の高い病気であると実感することが出来まし
た。このような機会が増えて、より多くの人に正確な知識を
届けられたらいいなと思いました。

小児がんは大変な病気なことを知ったのでレモネードスタンド
などに支援は大事なんだなと思いました。

こどもも親もとても勉強になりました。
子どもは特に手術体験が印象に残ったようです。

小児がんのことをたくさん知れてよかった。
小児科の先生になりたいとさらに思った。

またあったら行きたいです。

小児がんになった事がある人が実際に来て話を聞く体験が出来て、
考える機会になった。

触ったことがない器械を触れたり、手術体験のコー
ナーで縫ってみたりしてとても驚いたし楽しかった
です。
私の妹が病気で、いつも先生たちに助けてもらって
いるので、どんな治療や検査があるのか知れて先生
たちの凄さも分かりました。私も、将来病気の人を
助けられる人になりたいです。 先生やスタッフが額につけている

【額帯鏡】は
入院中の患者さんが手作りして

くれました！


